
竜王団地・団地再生事業 （徳島県住宅供給公社）

課題と目的 空き家の発生を未然に防止し、団地の再生・活性化を図る枠組みづくり

取組内容 「竜王団地」をモデルとして、現状の把握を行い、すでに発生している空き家の流通促進を図るとともに、
団地住民の意向を踏まえた支援サービスの提案や相談体制を整備する。

成果 ・モデル団地における支援サービス施設の運営計画案、及び改修計画案
・「とくしま回帰」空き家情報バンクの構築
・リフォーム相談窓口の設置、空き家管理サービスの構築

空き家所有者及び団地居住者に対してアンケートによる意向調査
を実施。この結果の分析と、 地元自治会、社会福祉法人、建築士
会、住宅供給公社等で構成する 「これからの竜王団地を考える

会」での議論を踏まえ、５つのテーマの支援サービス運営計画に
ついて、運営経費の試算や導入の課題等を提案
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①団地再生のために必要な支援サービス運営計画の提案 ③団地再生と地方創生のための空き家バンクの構築
（「とくしま回帰」空き家情報バンク）

④「居住者向けリフォーム相談窓口」と「空き家管理サービス」の構築

当バンクの特徴①
「空き家予備軍の事前登録」から
「既存住宅状況調査」、
「仲介事務」、
「リフォーム相談」まで、
住宅所有者に
一貫したサービスを提供
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当バンクの特徴②
団地再生に特化
→市町村との役割分担

当バンクの特徴②
団地再生に特化
→市町村との役割分担

当バンクの特徴③
「既存住宅状況調査」と「耐震診断」を必須
→透明性確保による資産価値向上
→購入者の不安解消
→住宅施策の普及啓発
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→購入者の不安解消
→住宅施策の普及啓発

当バンクの特徴④
県が設置した「とくしま回帰」
住宅対策総合支援センターHPにて運用
→空き家相談・移住フェア等での活用
（地方創生にも資する）

→全国版空き家バンクとも連携
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②団地再生のために必要な支援サービス改修計画の提案

テーマ１
生活の利便性を追求した施設誘致
（コインランドリー＆交流の場：カフェ）

テーマ２
生活・移動手段の改善
（コミュニティバスの導入）

テーマ３
地域の居場所づくり・活動の拠点
（各種カルチャー教室等の活用）

テーマ４
空き家の利活用と適正管理
（空き家管理サービスの導入）

テーマ５
住民同士の助け合い活動
（住民相互支援サービスの提案）

意向調査及び 「これからの竜王団地を考える会」での議論に加え、
建築士会による建築専門家の知見を加味し、3棟の空き家活用を
対象に、支援サービスモデル施設改修計画を提案
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対象に、支援サービスモデル施設改修計画を提案

プラン１ 店舗併用住宅（カフェ起業の提案）

プラン２ カルチャー教室併用住宅

プラン３ 医療・福祉施設（デイケアルームへの用途変更）

「居住者向けリフォーム相談
窓口」の設置と、高齢化や
県外移住等により、空き家の
管理が十分にできない方向け
の「空き家管理サービス」に
関する枠組みを構築


